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指定管理者の管理運営に対する評価シート 

所管課 教育委員会中央図書館運営企画課

評価対象期間 令和3年4月1日～令和4年3月31日

１ 指定概要 

施設概要 

名  称
北九州市立若松図書館 

（島郷分館含む） 

施設類型 目的・機能

Ⅰ ― ⑤ 

所 在 地 北九州市若松区本町三丁目１１番１号 

設置目的

『図書、記録その他必要な資料を収集し、整理し、保存して、一

般公衆の利用に供し、その教養、調査研究、レクリエーション等

に資することを目的とする』図書館法第２条

利用料金制 

非利用料金制 ・ 一部利用料金制 ・ 完全利用料金制 

インセンティブ制 有・無 ペナルティ制  有・無 

指定管理者

名  称 株式会社日本施設協会 

所 在 地 北九州市戸畑区汐井町1番6号 

指定管理業務の内容

１ 教育委員会が定める業務 

（１）管理運営に関する業務 

  館長業務（館の運営統括、関係機関・団体等との連絡調整等）、

庶務業務（委託業務の経理、人事、広報等）、窓口サービス業

務（受付、案内、登録、貸出、返却、レファレンス等）、蔵書

管理（選書候補推薦、蔵書整理、排架、蔵書点検、補修、統

計等）、文庫管理（ひまわり、団体文庫等）、分館管理（庶務、

経理、連絡調整等） 

（２）読書奨励等に関する業務 

  読書会、講演会、読み聞かせ会、子育て支援事業、展示、ブ

ックリサイクル等 

（３）その他業務 

  複写サービス、ボランティア活動支援、指定期間終了時の事

務引継ぎ（はじめての絵本事業）ほか 

所見評価 

様式２ 



2 

２ 提案事業 

  ビジネス支援事業、郷土史勉強会、子育て支援事業、医療・

スポーツ関連講座、手作り「読書通帳」他

指定期間 平成３１年４月１日～令和６年３月３１日 

２ 評価結果 

評価項目及び評価のポイント

１ 施設の設置目的の達成（有効性の向上）に関する取組み 

（１）施設の設置目的の達成

① 計画に則って施設の管理運営（指定管理業務）が適切に行われたか。また、施設

を最大限活用して、施設の設置目的に沿った成果を得られているか（目標を達成で

きたか）。

② 利用促進を目的としている施設の場合、施設の利用者の増加や利便性を高めるた

めの取り組みがなされ、その効果があったか。

③ 複数の施設を一括して管理する場合、施設間の有機的な連携が図られ、その効果

が得られているか。

④ 施設の設置目的に応じた効果的な営業・広報活動がなされ、その効果があったか。

［所 見］ 

① 目標値に対する比較（貸出者数）（単位：人）

 R2年度 R3年度 

目標値 92,250 92,500

実 績 52,204 61,780

達成率 56.6% 66.8%

一日平均 237 242

目標値に対する比較（貸出冊数）（単位：冊） 

 R2年度 R3年度 

目標値 376,380 377,400

実 績 225,452 267,888

達成率 59.9% 71.0

一日平均 1,025 1,050

   各年度の実績             （単位：人） 

 R2度 R3度 

新規登録者数 504 763

各種行事・講座等参加人数 886 3,052

   利用状況について、令和 3 度の貸出者数及び貸出冊数は、目標値に対する達成率
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が66.8％と71.0％となり、目標値に達していない。 

   両数値が未達なのは、新型コロナウィルス感染症拡大防止のための臨時休館（令

和3年5月12日から6月20日まで）や再開館後の貸出制限（令和3年6月21日か

ら7月11日まで）などによるもので、指定管理者の責任によるものではない。 

   新規登録者数については、新型コロナウィルス感染症拡大防止のための臨時休館

等の影響で令和元年、2 年度と減少傾向にあったが、令和 3 年度についてはコロナ

禍以前の水準まで持ち直している。 

②  利用者の増加や利便性の向上を高める取り組みについては、読書奨励等に関する業

務において、本市の「これからの図書館のあり方」や「子ども読書プラン」の施策や

考え方を念頭において、読書会や読み聞かせ会、ブックリサイクル等を開催した。 

また、大人向け朗読会や健康促進講座、アニメ映写会等も企画し、大人から子ども

まで幅広い世代の参加があり、これらの事業を通じて図書館利用の促進を図った。 

  令和3年度も引き続き新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、マスク着用の徹

底、ソーシャルディスタンスの確保、室内換気の徹底等の感染防止対策を徹底した上

で、行事開催の可否を慎重に検討して行った。 

そのような状況の中、昨年度開催できなかった「絵本づくり教室」「文化講演会」

を再開するとともに新たに図書館閉館後に読み聞かせやレクリエーションを行う「夜

の図書館たんけん」のような実験的なイベントを開催するなどの取り組みについては

評価できる。 

 これらの結果、若松図書館及び島郷分館における行事・講座については年間338回

開催し、3,052名が参加した。 

④  広報活動では、若松図書館で広報誌「かいこう」（毎月約290部）、「うみねこ」（毎

月約 500 部）、「かっぱ」（毎月約 400 部）、島郷分館で「おおきくなあれ」（毎月約

430 部）をそれぞれ発行し、来館者、小学校、市民センターや若松区の生涯学習会

議等への配布を通じて図書館の情報提供を行っている。 

   引き続きＦＭラジオ局エアーステーションひびきにおいて、毎月、「図書館スタッ

フおすすめの１冊」や特設展示の紹介を行うなどして、図書館イベントの告知も行

っている。 

   また一般社団法人マンガナイト主催の「これも学習マンガだ！ 世界発見プロジェ

クト」に賛同し、館内でプロジェクトの特設展示を行うことにより、同法人紹介Ｈ

Ｐにおいて展開協力施設として若松図書館の情報が掲載されるなどした。 

（２）利用者の満足度 

① 利用者アンケート等の結果、施設利用者の満足が得られていると言えるか。

② 利用者の意見を把握し、それらを反映させる取組みがなされたか。

③ 利用者からの苦情に対する対応が十分に行われたか。

④ 利用者への情報提供が十分になされたか。

⑤ その他サービスの質を維持・向上するための具体的な取組みがなされ、その効果

があったか。
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［所 見］ 

①  令和3年度に実施した利用者アンケート結果によれば、令和2年度に引き続き、 

各サービス項目について、回答者の約9割以上が満足であると高い評価を得ており、

コロナ禍の厳しい状況の中にありながら、高い水準を維持していることは評価でき

る。 

   R2年度 R3年度 

応対の親切さ 98.4% 97.3％

明確な説明 95.7% 95.7％

図書の並べ方 94.6% 96.9％

※満足度は全回答者のうち、「非常に満足」「満足」と回答した人数の割合 

②  利用者からの意見の把握・取り組み状況については、利用者アンケートに加え、館

内に意見投書箱を設置し、毎夕確認することで利用者からの苦情・要望・意見に対し

て真摯に向き合い、迅速に対応するとともに、業務に生かす体制をとっており、市民

が少しでも利用しやすく、心安らぐ図書館作りに取り組んでいる。 

また、ご意見箱に頂いた全意見については、原則として利用者の目に入る形で回 

答・掲示を行うなど評価できる取り組みである。 

③  利用者からの苦情や要望については、館長・次長が迅速に対応し、場合によって

は、本社で対応を協議し、経費等の面も含め、意見者へ説明し理解を求めるととも

に、中央図書館への報告を適切に行っている。 

      図書館主催の健康促進講座において、受講者から“講師からジェンダー差別を受

けた”旨の申し出があった際には、速やかにその申し出の内容を踏まえ、講座内容

を精査し、差別の事実を確認した上で、講師とともに受講者に対して謝罪を行った。

またこの事例を契機に図書館職員全体でジェンダーフリーについて理解を深める

取り組みを行ったことは評価できる。 

④  利用者への情報提供については、特設展示を行うための書架を設置している。書架

には、その時々に話題となったことや季節に合わせた本などの紹介を行っており、今

期は感染症に関する本、巣篭り需要にマッチした特設を多く設置した。 

また若松区内の学校司書と協力し、ひびきの小学校、高須中学校の生徒との合同で

の特設展示を開催し、図書館と教育施設との双方向の情報発信を行う体制づくりを行

った。 

⑤ サービスの維持・向上の取組み、効果については、図書館に親しんでもらい、読書

に対する関心を高めてもらうために、各種行事や講座を実施し図書館のPRを行った。

初めての試みとして図書館職員が市民センターへ出向き出張読書会を実施。普段、

図書館に来られない市民や利用頻度の少ない市民に向けた利用促進のPRを行い、好評

価果を得ており、来年度以降の実施も予定している。 
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また、北九州市の図書館は高齢者の利用が多いことから、2040年を迎えるにあたり、

高齢者の図書館利用の促進は、居場所づくりや生きがいづくりといった新たな高齢者

施策の取り組みとしても期待できる。 

２ 効率性の向上等に関する取組み 

（１）経費の低減等

① 施設の管理運営（指定管理業務）に関し、経費を効率的に低減するための十分な

取り組みがなされ、その効果があったか。

② 清掃、警備、設備の保守点検などの業務について指定管理者から再委託が行われ

た場合、それらが適切な水準で行われ、経費が最小限となるよう工夫がなされたか。

③ 経費の効果的・効率的な執行がなされたか。

［所 見］ 

（単位：千円） 

  指定管理料 R2年度 R3年度 

予算 70,669 70,669

決算 70,669 70,669

うち光熱水費 

(決算全体に占める割合)

5,384

（7.6%）

6,073

（8.6%）

うち再委託料 

(決算全体に占める割合)

5,960

（8.4%）

5,958

（8.4%）

①  光熱費の節約については、「館内の照明・空調は、開館してから点灯する」、「日中

など不要な電灯は消灯する」、「電子機器の電源は、使わないときは切る」、「指定管理

者の社員間で通話が無料となる携帯電話を活用する」などの対策を継続的に実施して

いるが、光熱水費が指定管理料に占める割合が１ポイント増加しているのは、令和2

年度より臨時休館日が減少したことによるものである。 

②  再委託料については、以前から継続して施設や設備管理に実績のある自社ノウハウ

を生かすとともに、「発注の際は必ず複数の業者から見積もりを取る」、「用品等の消

耗品については、一括購入することで費用を抑える」、「用紙等については、より価格

の安いインターネット購入を利用することで費用を抑える」、「委託先と年度ごとの単

価の引き下げ交渉を行う」、「職員でできる業務は委託等の発注項目から削除する」等

を通じて経費の低減を図りつつ、職員にも節約を意識付けている。 

③  光熱水費及び再委託料の個別の低減への取り組みについては、日常業務の中で継続

的に実施されている。指定管理料の予算額と決算額が同額となっているが、これは利

益や損失を計上できない現行の決算報告書様式によるものであり、経費の効果的・効

率的な執行についての判断は困難である。 

（２）収入の増加
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① 収入を増加するための具体的な取り組みがなされ、その効果があったか。

［所 見］ 

―

３ 公の施設に相応しい適正な管理運営に関する取組み 

（１）施設の管理運営（指定管理業務）の実施状況 

① 施設の管理運営（指定管理業務）にあたる人員の配置が合理的であったか。

② 職員の資質・能力向上を図る取り組みがなされたか（管理コストの水準、研修内

容など）。

③ 地域や関係団体等との連携や協働が図られたか。

［所 見］ 

①  職員17人中約76.5％、13人（令和元年度 も同数）が司書資格を有しており、年

度協定で定められた司書資格の保有率75％を超える配置を行っている。これにより、

職員配置の際に資格の有無を気にせず、最も合理的な配置が可能となっている。 

②  サービスの質を維持・向上していくために、毎月、館内ミーティングにおいては実

例に基づいた接遇シミュレーションを通じて、スキルの向上に努めた。 

   新型コロナウィルスの影響により、外部で行われる研修などに直接参加することは

なるべく避けて、オンライン受講での研修に積極的に参加した。 

また、若松消防署による不測の事態を想定した防火・防災訓練や若松警察署々員を

招へいしての島郷分館との合同の防犯研修を実施し、研修で培ったノウハウを職員全

員で共有し、全体の意識向上に努めている。 

   このように、日頃から積極的に職員の資質・能力向上を図る取り組みを行っている

ことは評価できる。 

③  地域や関係団体との連携としては、若松区役所コミュニティ支援課との「はじめて

の絵本読み聞かせ」や市立美術館分館との「こぐまちゃんとの記念撮影」などのコラ

ボレーション企画の開催や令和3年度からは若松区内の学校司書職員と協力した、ひ

びきの小学校、高須中学校の生徒によるブックレビューの特設展示を行うなど、関係

団体との連携を積極的に取り組んでいることは評価できる。 

また地元小学生の施設見学を年間延べ335人の受け入れを行い、丁寧な対応で図書

館のＰＲに努めるなどの取り組みについても評価できる。 

（２）平等利用、安全対策、危機管理体制など

① 施設の利用者の個人情報を保護するための対策が適切に実施されているか。

② 利用者を限定しない施設の場合、利用者が平等に利用できるよう配慮されていた

か。

③ 利用者が限定される施設の場合、利用者の選定が公平で適切に行われていたか。

④ 施設の管理運営（指定管理業務）に係る収支の内容に不適切な点はないか。

⑤ 日常の事故防止などの安全対策が適切に実施されていたか。
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⑥ 防犯、防災対策などの危機管理体制が適切であったか。

⑦ 事故発生時や非常災害時の対応などが適切であったか。

［所 見］ 

①  シュレッダーを設置し、紙媒体の機密情報（利用者の貸出・延滞情報等）を適正

に破棄し、電子媒体の情報については、業務システムからのデータ持ち出しや、画

面の個人情報を利用者へ見せない等、情報漏洩しないよう取扱いが徹底されている。

 また、個人情報保護に関して、指定管理者は、Ｐマーク（プライバシーマーク・

JISQ15001）を取得している（登録番号18860246(02)）。 

 このようにＰマークの取得によって、会社の信用を高め、職員全員が高い個人情

報保護意識を持つための努力は評価できる。 

②  図書館主催の健康促進講座において参加者からジェンダー差別についての苦情を

受け、参加者に対して謝罪するという事案があったが、これを契機にジェンダーフ

リーなど施設の平等利用について、職員全体で理解を深め、認識を新たにしている。

④  経理等事務処理及び施設維持に係るモニタリング実施結果から、経理事務及び施

設管理運営とも適正に行われている。 

⑤  館内、館外の巡回の際に、危険と思われる箇所や改善すべき点について日常から

留意し、必要に応じて自主的な対応を行ったほか、中央図書館への報告を行った。

また、図書館職員の連絡網を作成し、災害等に対する職員の意識を高め、緊急時

に対応出来るようにし、常日頃から職員への周知を徹底している。 

さらに、触法的利用者に対しては、注意喚起を行うと共に、ビル管理組合や警察

署との連携に努めており、即応体制が整っていることは評価できる。 

⑥⑦ 防犯、防災対策については、日頃から職員間のコミュニケーションを密にすると

ともに、防犯及び防火・防災訓練を実施しており、危機管理意識は高い。 

また事故発生時や非常時については、館長、次長は、速やかに事態を把握し、場

合によっては本社と対応を協議しながら、迅速に対応する管理体制を整備している。

【総合評価】

［所 見］ 

１ 令和 3 年度は新型コロナウィルス感染症拡大防止のための臨時休館や再開館後の施設

利用制限により、貸出者数、貸出冊数ともに目標数値を下回る結果となったが、これは

指定管理者の責任ではないため、評価の対象としない。 

２ こうした状況下においても利用者の増加や利便性の向上の取り組みを継続し、読書会

や読み聞かせ会、ブックリサイクル等を開催した。 
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また感染防止対策を徹底した上での、読書週間スタンプラリーや親子リトミック教室

を開催した。一方、「絵本づくり教室」「文化講演会」を再開するとともに、新たに図書

館閉館後に読み聞かせやレクリエーションを行うような実験的なイベントを開催するな

どの取り組みについては評価できる。 

［今後の対応］ 

新型コロナウィルス感染症拡大防止のための臨時休館や再開館後の開館時間短縮とい

う厳しい状況下にあったが、利用者の満足度は昨年度に引き続き 9 割以上の高い評価を

受けており、概ね良好なサービスが提供できている。 

今後も利用者のニーズに配慮した質の高いサービスの提供に取り組むと共に、施設運

営については、絶え間ない経費の効果的・効率的な執行に努めていただきたい。


